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近世農村舞台の生成 と発展
一 地域経済の発展 と近世農村舞台の展開(2}一一一

後 藤 和.子

「地域経済の発展と近世農村舞台の展開〔D」では,ア.ダ ム ・スミス芸術論と.

18世紀イギIJス の民衆娯楽について検討した。本論文は,.そ の日本への適用で

ある。特に近世農村の生活の中で大きな位置を占めていたにも関わらず,近 世

芸能としては,従 来ほとんど取り上げられることのなかった農村舞台に民衆娯

楽という光をあてる。

1近 世日本の都市における劇場の成掌と歌舞伎の誕生

日本における芸能や芸術は,ど の様な社会 ・経済システム.ζして形成された

のだろうか。こうした視点での研究は経済学の分野ではほとんどない。そのた

め他分野での先行研究を踏まえながら日本における芸能や芸術の形成過程を財

としての特徴の形成過程 として考察 してみたい。考察の対象としては,18世 紀

イギリスの民衆娯楽に相当すると思われる近世農村舞台を中心にrl」世 ・近世 ・

.近代の芸能及び舞台芸術システムとその転換 を取 り上げる。

江戸中期から昭和初期にかけて 日本各地に多数の農村舞台が存在 した(調 査.

された数だけで も].777)と い う事実及びそこでは在住の人々によって歌舞伎や

人形浄瑠璃が上演されていた とい う事実 は,現 在の公立文化ホールの数

(2342)と 比較 してみただけで も注 目に値する。農村舞台で行われていた歌舞

伎 と人形浄瑠璃は,近 世における日本の舞台芸術の二大ジャンルである。これ

らはもともと中世芸能民の芸能として興 つたものが都市の芝居町や興行という

芸能システムの中で芸術へと高まっていったものであり,芝 居町や興行は近世
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近世農村舞台の生成.と発展.(17)17

都市形成と密接な関連を持つ政治 ・社会 ・経済システムである。芸能民によっ

て諸国を巡回しながら行われた芸能は日本だけでな くヨーロッパにも多数見 ら

れ,〈巡遊の民〉等 とも呼ばれている。これら巡遊の民によ り広場で行われた

芸能が都市の劇場 という限定された空間で恒常的に上演されるようになること

が芸能から芸術への1つ の転換点 となっている。また都市のどこに,ど のよう.

に劇場が形成されるか ということが芸術の社会における位置,財 としての特徴,

芸術の内容の形成に深 く結びついているので,農 村舞台の分析の前 にまずその.

あた りの事情から見ていきたい。

(D都 市における劇 場 とい う場 の発生

日本 の 都 市 にお け る芝居 町や 芝居 小 屋 の誕 生 は江 戸 時 代 で あ るが,そ の 成立

に は 中世 にお け る芸 能 の あ り様 が 関 わ っ て い る ので,中 世 の芸 能 か ら概 観 して

み た い 。 中世 にお い て は,.芸 能民 が職 人 と共 に諸 国 を巡 回す る民 で あ った こ と

は ヨー ロ ッパ と同 じで あ る11。 これ ら芸 能 民 が 都 市 に 定 着 し芝 居 小 屋 とい う シ

ス テ ムが 誕 生 す る に当 た って は,中 世 に お け る勧 進 興 行 とい う シ ス.テムが 媒介

と な って い る.。

① 勧 進 興 行 とい う中 世 の芸 能 シス テ ム

勧 進 興 行 と は,寺 院 の経 営 の た め に勧 進聖 が 自 ら芸 能 を行 った り,芸 能 民 を

た の んで 芸 能 を行 い 広 く大 衆 に 資 を 募 る行 為 で あ る。 勧 進 興 行 の も.つと も早 い

記 録 は1248年 の摂 津 勝 尾 寺 で の 稚 児 舞 楽 で あ る.2)。勧 進 興 行 の 行 わ れ た場 所 は,

寺 社 の境 内や 街 道 口,町 辻,河 原 とい った無 縁 の地,あ る い は公 界 で あ る。小

笠原 氏 に よれ ば,こ れ らの 地 は い ず れ も何 らか の 点で 異 郷,更 にい えば 冥 府 と

境 を接 す る地 で あ った 。 「都 市 形 成 の論 理 の 確 立 して い る古代 都 市 京 に お い て,

興行 は,死 す なわ ち けが れ の領 域 との境 界 に お い て,瞑 府 との入 り口 とい う イ

メ ー ジを 現 出 させ,鎮 魂 を 旨 と して 行 わ れ た。」3》「この 興 行 空 間 は,興 行 す る

1)網 野苫彦 平凡社選書58「増補 ・無縁 ・公界 ・楽一日本中世の自由と平和」1987年,を 参照。

2)小 笠原恭子 平凡社選書14.1「都.市と劇場一中 ・近世の鎮魂 ・遊楽 ・権力」1992年,13ペ ージ。

3)同 上,17ペ ージ。
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芸能の種類によって観賞可能な限界内での最大の観客数を収容 し,た だ見防止

策をも講 じ,.かつ見物の貴顕に不慮の危害が加えられないようにするという空

間を設定 しなければならない。それらの諸条件を完備 したこの時代の勧進興行

の桟敷が 日本の劇場の祖型となったのである。ジ 勧進興行の桟敷は,直 径100

尺の円形で.ある。その入 り口には鼠戸がしつ らえられていて,一 般の見物は身

を縮め,鼠 の穴ほどの狭い木戸をくぐり抜けて芝居に入る。「これは,近 世の

歌舞伎小屋にもなが く受け継がれる構造であるが,こ の不自由な入 り口は,現

実ではまさに,た だ見防止に有効な設備であった。またシンボリックには,こ

れをくぐることによって,俗 界との境界を越え,清 められて異次元の世界に生.曜

まれ変わるのだという指摘がなされている。」5}桟敷は事前に勧進札を購 うこと

によって占有することができたが,こ の地獄へ落ちぬための保証札を購わぬ者

は木戸銭を払い鼠戸をくぐって見物 した。「勧進興行の桟敷は,鎮 魂を求めて

さまよう浮かばれ鳳霊の集う境界の地において,手 向けの芸能を演じながら,

それ ら未成霊の侵入を固 く許さぬようにしつらえられた空間で.あった。」6,室町

時代,興 行地は幕府,勧 進聖,河 原者η,芸 能者の思惑や利権をめ ぐって変遷`

するが,.い ずれ も無縁の地であると共に,人 々が集まる広場的性格のものであ

る。これら市中に散在ししだいに宗教的色彩を失っていったものが芸能である。

室町幕府がその興行を許可した芸能は,田 楽,猿 楽,平 曲,曲 舞の4つ であっ

た。猿楽の流れを くみ室町時代の終わりに民衆の中から生まれてきたのが歌舞

伎である。興行地の固定化と恒常化,勧 進の名目化は表裏…体のものとして進

んで行 く。ここにも広場のエネルギーの集中の論理がある。室町時代の終り,

"かぶ き".という芸能が勧進の名目を借 りず とも多数の観衆を集めることがで

4)同 上,18ペ ージ。

5)同 上,19ペ ージ。

6)同 上,20ペ ー ジ。

7)中 世,京 の鴨川の河原に住 み,土 木事業や葬送 に携わ る者 を指す。河原に置かれた具は,河 原

者の所有 とい う慣習があ ったたため,死 者 の衣類や装 身具 を自分の物 として処分する特権 を持 っ

ていた。また,桟 敷 も河原にあれ ば,河 原者の差配す るところとな った。(同 上,100-102ペ ージ

を参照)
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きるほどに成長 し,寺 社 との利権関係よりも,河 原者との利権関係の方が芸能

者にとって有利に働いたことが,芸 能者が河原 に集まる要因になった と推察さ

れる6こ うした中世的慣習 としての芸能のエネルギ▽が都市の芝居小屋の中に

エネルギーを凝縮されて,芸 術へ と高められたのが歌舞伎であ り,そ れ らが地

方に分散 し村落共同体の中で育てられたのが農村舞台である。

.② 近世における芝居町 ・芝居小屋の誕生

中世における興行空間には,あ る種の治外法権的特権(一 種の自治権,建 前

上の四民平等)が 容認されていた。 これ らの特権慣行を容認する変わ りにその

地域を限定 し市民権を劒奪 したのが徳川幕府である。「町(江 戸の)づ くりが

進むにつれ,公 許と㌧}う権威のもとに,興 行権 と土地とを与える恩典 と引 きか

えに,一 時的にもせよ無縁の場を形成 しうる伝統をもつ く自由民〉,一所不在

の芸能者を特定地へ囲い込み,〈 非人〉という身分に限定して体制の中に組み

込むことに成功したのである。」8)「個人の芸能興行空間の専有を公許 した とい

うのは,無 主の地としての伝統を有 してきた芸能興行地の所有者を明確にする

.ことを意味する。同時にこれが幕府の認可によってなされることによって,そ

の土地が本来は幕府所有の地であることを明白にし,か つまたその地における

興行開催を許可するのは,興 行認可の権限が幕府にあると確認することとなる。

一方芸能者の側からいえば,土 地および小屋の建築と所有を公許され,か つ興

行を行う(す なわち櫓 を上げる)権 限を認められたのであるから,こ こにいわ

ゆる江戸方式すなわち劇場と興行権 と役者を兼ねる座元が成立することにな

る。」,}これが江戸における大芝居4座 の誕生の経緯である1%こ こにはじめて

芸能が私的財として社会に存在するようになる。

かぶきを歌舞伎という芸術にまで高めたのが芝居小屋 という装置である。歌

舞伎は,役 者も観ている側も共に演 じる仕組みを持っている。重層する桟敷,

8)同 上,28ペ ー ジ。

.9)同.ヒ,29-30ペ ージ。

10)京 ・大阪で は,座 元の権限は限定 され,座 元,名 代,芝 居主 は別個 に存在 した。名代は興行権

を,座 元 は芸団の統括者,芝 居主は劇場の所 有者 であっ.た。
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舞台か ら客席へ と通 じる両花道等,小 屋全部が演.技空間となるように作られて

いる。観客は,あ る時は掛け声によって,ま たある時は花道 と舞台の掛合に

よって海原に見立てられる。額縁に切 りとられた演技空.問を椅子席で じっと動

かずに観るという鑑賞とはまるで違う。観る方も着飾り,桟 敷では弁当を広げ
4

隣同士楽 しく観るのである。また,桟 敷は町の裕福な町人が占めていて も大向

.うという立ち見席があ り,木 戸銭も安 く,通 の客が通う。ここの観客は通であ

るか ら大変厳 しく,役 者 も大向うの評判を気にする。こうした観客のロと耳が.

育てた芸能が歌舞伎である。

芝居小屋が興行として成 り立つためには座元に出資する金主と良い役者の2

つが必須の条件であった。金主とは芝居の興行に要する仕込みの費用を出資す

る人のことで,上 層町人である豪商であることが多く,幾 人かで共同出資する

のが普通であった。贔屓客や芝居茶屋の主人,時 には帳元(座 元の実務代行

者)や 役者 も金主に加わる場合があった。都市における消費経済の向上が上層

町人に余剰財産を蓄積させ,芝 居に対してその経費を負担する金主はその財産

を有利に運用することによって,い っそうの収益を獲得 していたのであるm。

歌舞伎の楽 しみは芝居町そのものの巾にもあった12〕。役者評判記という出版

ジャ.一ナルも歌舞伎の発展 と広が りにとって重要な役割を果たず3,。近世都市

の華である役者 も身分上は市民より下であった。身分制は役者間の関係や歌舞.

伎 という芸術の質にも投影し,役 柄.は人間類型であって個人の性格ではないと

いう限界を持つu)し か し,彼 らは決 して卑屈にならずに,社 会制度における

身分..ヒの差別をはね返し,一 般市民と対等になりたいと願う心意気によって,

11)服 部 幸 雄 岩 波 同 時 代 ライ ブ ラ リー 「江 戸 歌 舞 伎 」 岩 波 書 店,1993年,82ペ ー ジ。

12)前 掲 「江 戸 歌 舞 伎 」で は,今 ・泉 み ね 著 「名 ご りの 夢 」(平 凡 社}か ら,8つ の芝 居 の楽 しみ を

取 り上 げて い る。

13)熊 倉 功 夫H本 の 近 世n「 伝 統 芸 能 の展 開」 中央 公 論 社,1993年,223-228ぺ}ジ を参 照 。

14)PeterBwke,PopularCultureinEarlyModemeurope,Temp】eSmith,London,197呂,中 村 賢

二 郎 ・谷 泰 訳 「ヨー ロ ッパ の民 衆 文 化」 人文 書 院,1989年,に も ヨー ロ ッパ 近 世 の 民 衆 劇 の 特徴

と して,「 芝 居 も形 は違 っ てい て も基 本 は 同 じで あ る。 劇 に もそ の定 型 とモ チ ニ フが あ る 。 民 衆

劇 で の基 本 的 な単 位 は 言 葉 で は な く,役 柄 と身振 りで あ った 。」(180-181ペ ー ヲ)と あ る。 近 世

劇 の 特 徴 の 類 似 点 が よ くわ か る。
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そのエネルギーを歌舞伎の芸 として昇華させたのである15,。舞台芸術の私的財

としての日本における発生はこの京 ・大阪 ・江戸の芝居町.・芝居小屋に見るこ

とができる。 しか し,そ れは興行 とい う制度を伴った私的財であった。役者と

観客,座 元と金主が一体 となって創 り出したのが歌舞伎であ り,芝 居小屋とい

う密閉された空間はその独特の構造によ.って,観 客がいてはじめて成立すると

いう演劇の優れた仕組みを創造 した。

H農 村舞台研究の意義 と課題

通常の芸能史はこの江戸歌舞伎を近代演劇が どう乗 り越えて恥 くのかという

文脈で綴 られてい く。江戸文化論も都市に力点を置 き,興 行制度の成立 と家元

制度の成立を文化形成の特徴 として取 り上げる。こうした文脈からは忘れさら

れ,歴 史上のひとこま,あ るいは農村娯楽の一断面 として扱われてきたのが農

村舞台である。能や狂言には家元制度があるが,江 戸の芸能の中で唯一家元制

度を持たなか った歌舞伎 と人形浄瑠璃が農村舞台という場を形成 していくのは

偶然だろうか'㌦ 農村舞台の数は調査されただけでも1777"'0人 口当た りの数

としては今の公立文化ホールより多い。農村舞台はこれら常設のものの他に,

仮設舞台といって芝居上演のたびに組立 られたものも多数あるのでその密度は

現代の比ではない。長野県飯田市にある下黒田の入形舞台は当初,16戸 で建て

たというからその生活への密着ぶりが伺える。農村舞台は江戸中期以降,全 国

15)町 人 と対等であ り.たい と願 う役者 の心意気 は,俳 名や屋号を持 ち町人 とつ き合 う時は俳 名や屋

号 を使 うとい う習慣をつ くりだ した。江戸時代の役者 は芸 を高め るたあの基礎 的教養 として俳諧

に親 しむ ことが多か ワたのである。(前 出 「江戸歌舞伎」参照)

16)能 や妖言 には家元 制度があるが歌舞伎や人形浄瑠璃 にはない。 「家元制度は型 の相伝 が修 行り

中心で あって,独 創的な創造性 は否 定され るか,型 の枠 の中で の創造性 に止め られ る。 したがっ

て,伝 統的芸能が近代 化の中で芸道から芸術 へ と脱皮 しようと したジャンルで は,家 元制は崩壊

す るか 変質 した.」(前 掲.日 本の近世11「 伝統芸 能の展開」38-39ペ ー ジ参照)と いう指摘 もあ

るが,能 や狂言の創造性 と家元制度が ダイ レク トに結びつ いて いるとは思われ ない。.しか し7能

や狂言 は中世 に確立 した芸能ですで に民衆 から離 れ,武 家や 貴族 とい う支配階級 に召 しかかえ ら

れてい たとい う事清 はある。.

17〕 角田一・郎編 「農村舞台探訪」和泉書院,1994年,に よれば,昭 和45年 まで に確認 された農村舞

台の数 は現存 ・廃絶合わせて1777で ある とい う。 これが,調 査 された最新の データであ る。
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的 に広 が り'8レ,1887年 ～1897年 以 降,農 村 の 共 同.体的生 活 の衰 退 と共 に長 い 時

間 をか け て消 滅 して い った 。 イギ リス に お け る民 衆 娯 楽 の衰 退 と同 じで あ る。

しか し,従 来 の農 村 舞 台 研 究 は 民俗 学 的 あ る い は建 築 学 的 視 点 か らの もの が 多

.く,そ の存 立 基 盤 につ い て 社 会 ・経 済 的 に は必 ず し も明 らか に され て い な い。
健

まして,18世 紀イギリスの民衆娯楽に相当するものとしての位置づけもされて

いない。そのため,現 代に連なる視点が必ず しも明確ではなく,現 代への通路

としては,近 世の都市的文化のみが考慮されてきたことは前述の通 りである。.

しか し,町 衆や町民の文化としての近世都市文化のみを近代や現代の文化の基

盤とし.て考えるのでは,芸 術や文化の財 としての特徴を考察するには不十分で

ある。近世の人々の暮らしの大部分は農山漁村にあった訳で,都 市文化だけを

通路に近代や現代を考察するのでは問題設定が狭すぎる。芸術や文化の財 とし

ての特徴の..一面である公共性の発生の根拠 としては,近 世都市文化と民衆娯楽

としての農村舞台の両側面を考慮す る必要があると思われるのである。

農村舞台の:先行研究は,昭 和初期から1971年 頃までに行われ,松 崎茂氏や角

田.一郎氏らの研究により全国的概要が明らかにされつつあったが,1975年 以降

は全国的調.査は行われていない19)Dその後..1971年 か ら10年間,名 生昭雄氏 ら

が神戸の農村舞台の調査 ・研究を手掛けている2の。 これらの農村舞台の先行研

究の中で,農 村舞台の特徴を,そ の成立時期によって分類 し,発 生と変質 ・消

.18>常 設舞台の密度が高 いのが,徳 島県,兵 庫県,長 野県。調.査の時点で1棟 も発見されなか った

のが.秋 田県,奈 良県,鹿 児 島県等 の13県 で ある。民俗芸能が北端に も南端に も分布 するのに比

べ,農 村舞台は国土の中央部に密度 が高い、民俗芸能 とは性格 を異にす ることは,そ の分布 が示

唆 してい る。(角 田一郎編 「農村舞台の総合 的研 究.....歌舞伎 ・人形芝居 を中心 に」桜楓杜,1971

年,91ペ ー ジ参照}

農村で歌舞伎や 人形浄瑠 璃が全 国的 に始め られ たのは,宝 暦～天明(1750年 ～1780年 代〉.全

国的 に常設 の舞 台を持 つよ うにな ったのが,文 化 ・文政期(1800年 代 初め)と されている。(守

屋毅 「村芝居一 近世文 化史の裾野か ら」平凡社,1988年,122ペ ージ ・161ペー ジ参照)

19〕 前出 「農村舞台探訪 」 も1994年 発行 であるが,発 行が計画されてか ら出版を引 き受 けて くれ る

出版社 を探すまでに20年 の歳月が流 れてい る。全国的調査は昭和42-43年 に文 部省科学研究 費補

助金を受 けて行われたのが最後であ る。

2① 名生昭雄氏 らの調査 ・研究 は神戸 史学会編 「歴史 と神戸」50号 〔昭和46年),56号 〔昭和47年),

62号 〔昭和48年),68号(昭 和49年 〉,74号 〔:昭和501r),80号(昭 和51年),85号(昭 和52年),

92辱..(昭和53年),104.号(昭 和54年),に 連 載された。
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滅の過程を理論的に分析 しているのが,守 屋毅氏の研究である。守屋氏による

農村舞台分析の特徴は,以 下の通 りである2%

① 農村舞台の分布が濃厚なのは,養 蚕 ・製糸を主要な商品生産物 とする関

東 ・中部 ・山陰などの地帯である。
の

② 農村舞台は,一 定の農民的商品経済の発展に支えられ,し か も.卜演母体.

である共同体的関係が維持されていた特定の地方 において顕著な現象で

あった。商品経済が発展 し過ぎても発展が遅くても舞台の分布は希薄にな

る。

③ 農村舞台は農村の祭礼と結びついて浸透 し,祭 礼の娯楽化をもたらした。

④ 農村舞台は農民の消費と享楽を伴う芸能であったため幕府 ・諸藩の農村

.政策 と真正面から対立した。

⑤ 農村舞台はその存立基盤であった村落共同体から離れるにつれ,公 共性

を失い商業的なものへと変質していった.。

⑥ 農村舞台は村落における伝統的 ・民俗的 ・農村的なものと近世的 ・風俗

的 ・都市的なものの相克を象徴するものであった。

守屋氏の指摘は,農 民的商品経済の発展と村落共同体への着目,祭 礼 との結

びつき,村 落共同体からの乖離と公共性の喪失等,大 変示唆的な内容を含んで

いる。しか し,以 下の点については必ずしも明確になっていない。

.① 養蚕 ・製糸が盛んになるのは多 くの地方で江戸後期か ら明治にかけてで

21)守 屋氏 の見解 は、前出 「農村舞台の総合 的研 究」 や守屋 毅,叢 書 演劇 と見世物の文化史 「村

芝居一 近.畦文化 史の裾野か ら」平凡社,1988年.を 参照 した。農村舞台 を見 る視点 については.

特 に⑥ が最新 の見解 と到達点であ る。 「村芝居 成立 の意義 は,歌 舞伎 史のそれ に とどまるもので

はなか った。化粧す る百姓た ちの姿は,社 会史 もしくは文化史 の観点か らすれば,村 落における

伝 統的 ・民俗 的 ・農村的な ものと,そ れ らと相対立する文化一近世的 ・風俗的 ・都市的な もの と

の相克 を象徴す るもの にほか ならなかったのである。」(前 出 「村芝居」113ペ ー ジ;「村落におけ

る伝統 的 ・民俗 的 ・農村的 なものの維持を願 うものに とワて,村 芝居 の出現 とその農村生活への

影響は,た しかに退廃 といわねばな らなか った。」(同 上,116ペ ージ)「 甘々の祭礼へ の歌舞伎の

流 入一村芝居 の成立 は,ま ぎれ もな く,村 落祭礼 全般 の奢侈化 ・娯楽化 の潮流 にか なった もので

あった。」(同一ト,127ペ ージ)。

また,農 村舞台の意義は,中 世的な もの と近世的な ものの相 克とい うよ り,中 世か ら近代へ と

いう位相 の中で捉 えた方が よい と思われ る。この点も守屋氏 との相違で ある。
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あ る が,農 村 舞 台 が 定 着 し始 め る の は 江 戸 中 期 か らで あ る。 つ ま り,養

蚕 ・製 糸 と農村 舞 台 は ダイ レク トに ば結 びつ か ない の で は な いか 。

② 農村 舞 台 の分 布 を よ く見 る と,山 村 の脇 往 還 と言わ れ た街 道 沿 い に多 い。

交 通 ル ー トとの 関連 は守 屋 研 究 に はな い 視 点 で あ るが,コ ミ ュニ ケ ー シ ョ

書
ンの形成 と関わって交通ルー トの研究は欠かせないものと思われる鋤。

.③ 歌舞伎ば都市の劇場で生まれた芸術である。それを受け入れる精神的高

さは村落にあってどのように形成されたのであろうか。村落共同体の成 り

立ちと変化;そ の中での農村舞台の位置づけについて更に検討する必要が

ある。

④ 農村舞台を,農 村への都市的 ・商業的なものの浸透による,.消費 ・享楽

的なものとして捉えているが,む しろ,労 働 と共に生活の中心にあったも

のなのではないか。つまり,近 代へ向か う近世農民の自己.主張を伴 った積

極的意味を持つ ものと考えられるがどうか。

⑤ 農民による商品経済の発展が農村舞台を.発展させ,農 民による商品経済

の更なる発展が農村舞台を衰退させたという,農 村舞台発展に対する商品

経済の影響の両義性をどう分析するか。

⑥ ⑤の分析 とも関わるが,地 域社会における住民自治と文化の発展 との関

連について。.自治を発.展させる文明化と自治を崩壊さ鷺る文明化の両面が

農村舞台にどの様に現れているか。

以上の論点を軸としながら,18世 紀イギ リスの民衆娯楽から農村舞台の意味

を再考 し,共 同財から公共財と私的財への乖離のプロセスを順次,明 らかにし

てい きたい。

92)前 出 「農村舞台の総合的研 究」 で も農村舞台 の分布 につい ては,交 通路や河川流域に沿 ってい

ることが多い とし,松 崎茂氏 らが,河 川 の流域,山 麓地帯,丘 陵地帯な どに舞台群の存在を指摘

して いるが,河 川 の右岸 と左岸 では舞台の構 造 に差が見 られた りしたため,「 地理上 と政 治史経

済史上の関連が どの ようにあるか ということが.群 の把捉に肝要であ ることは言 うまで もないが,

現在 はそこに考拠 を求め るまで に至 ってい ない。」CJoOペ ージ〉 としている。本論文での く山越

えの経 済 ルー ト〉 とい う提 起は従 来の研究 にはない視点であ る。

ヨ
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m農 村舞台の生成と発展

農村舞台は,江 戸中期以降村落共同体の手で建てられたもので,神 社の境内

に多い。舞台のみが農家風の家屋の中に収 まり客席は野外である。舞台には,

廻 り舞台の機構があり,向 かって右側には浄瑠璃や三味線のための太夫座があ

る。舞台後ろの一部は戸をはずすと外の景色が背景 として見えるようになって

いる。花道は当日仮設する。廻 ゆ舞台の機構は様々で水車の技術を応用 したも

のもある靴 舞台建設には,.村 の共有林の木を用い総出で働いたようだが,こ

の時村にいた宮大工など高い技術を持つ職人の存在は大 きな意味を持つ。これ

ら職人によって都市の芝居小屋の造 りがより簡素で,.し か も個性的に村の中に

生かされたのが農村舞台である。この舞台で村人自身が演 じたり,観 た りした

というのが農村舞台の特徴であ り,そ の際上演されたのが歌舞伎であ り人形浄

瑠璃であった。

花道は芝居小屋における歌舞伎の成立条件であるが,農 村舞台 も花道を持っ

ていること,流 行が都市における歌舞伎の成立以後であることは,都 市の歌舞

伎の農村への浸透を物語っている。17世紀初頭から都市で盛んであった歌舞伎

は大芝居として幕府より興行を許可された座元によって行われていたが,そ れ

に入れなかった役者が寺社の境内で芸能を行う中世以来の慣習 もなくなった訳

ではなく,小 芝居として都市においても行われていた。小芝居の役者が村を訪

れたり,村 人が伊勢講や金比羅講の途中で江戸や京 ・大阪の芝居見物をした り

して,歌 舞伎や入形浄瑠璃は村に伝えられた。飯田市の黒田の人形舞台は時代

物を得意とした淡路の人形遣いが,大 阪で人情物の人気に押されて食べて行け

なくなり,旅 に出て飯田に落ちつき教 えたものだという。飯田の人形の頭は現

在みてもすばらしいものであ り,民 衆娯楽だからといって芸術性に劣るもので

はない。

23)農 村舞台の構造 は地域に よって異な り,廻 り舞台 の機構 も様 々で,花 道裏返 し等様々な演出効

果のある構造が 見られ る。
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〔D事 例研究(長 野県飯 田 ・高知県梼原)一一一一農村舞台 の分布 と交通 ルー ト ・

商品経済 ・村落共同体のあ り様 を中心 に一

農村 舞 台 が 主 街 道 沿 い の 平 野,つ ま り水 田 地帯 よ り脇 往 還 沿 い の 山 間 地 帯 や

瀬戸 内海 の 島 に多 い の は何 故 か 。 これ が 農村 舞 台 の社 会 ・経 済 的基 盤 を考 察 す ・
の

る上で重要なポイント.となる。山村を通る脇往還や瀬戸内海は古 くから庶民の

商品経済ルー トとして開けていた。山間の方が藩や幕府の目が届 きに.くく,舞

台が建て易かったという事情もあるだろうが,古 くか ら庶民の商品経済 と交通

路が開け文化の流入と蓄積があったこと,特 に江戸後期になり商工業の発展が

すぐには農民層分解に向かわずに一時期村落共同体の自立 として現れたことが

農村舞台の広がりの社会 ・経済的条件になっていたと思われる。この点に関 し

て共同体のあり様 も含めて2つ の事例について実態調査に基づ き検討 したい。

①事例1長 野県伊那谷の農村舞台

長野県伊那谷地方は上伊那と下伊那を合わせて125の 農村舞台が集中する地.

域である。今 も黒田人形,.今 田人形,早 稲田人形,古 田人形などの人形浄瑠璃

や大鹿歌舞伎などが地元の人たちの手で伝承されている。大鹿歌舞伎について

は1767年 の 「前島家農事日記」や1791年 の松下家文書にも芝居の記録が残され

てお り,発 祥はそれより古いか もしれないということである。村内の寺社境内

13ヶ所に常設の舞台があった。黒田人形は下伊那郡上郷町下黒出諏訪神社で

1688年 一一1703年に始まった.と伝えられており,今 田入形は1704年 氏神様で初め

て上演されたという記録が有る。また,早 稲田人形は1839年 頃盛んになった と

い うことである。早稲田人形を除いてはいずれも江戸中期に始まっている。

1:鱒総 総1載疑鍵1懲鞠
始められた伊那谷の入形芝居は素人離れ した本格的なものへと成長した。1789

測
年一1800年 には吉田重三郎が,1832年 には桐竹門三が,次 いで吉田亀造が大阪

か ら下黒田に定住して人形を教えている。明治初年,20ヶ 所を数える人形座が

濁
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あったが,.1887年(明 治20年)頃 までには大部分が消滅 して しまい,現 存する

のは上伊那の古田人形を入れて4ヶ 所である。.

農村舞台 も江戸中期の ものと江戸後期になって始められた もの,明 治になっ

て始められたものがあり,後 の時代になるほどその存立基盤は村落共同体を離

れていく傾向にある。同じ農村舞台といっても意味合いが変化 しているので,

江戸中期に始まり群をなすほど舞台が密集している地域を選んだ。伊那谷はま

た芸能の宝庫 ともいわれ中世からの舞をはじめとする芸能が祭 りの形で今 も伝

承されている地域で もある。一般的には農村舞台で行われた村人による歌舞伎

や人形浄瑠璃の芸術 としての水準は必ず しも高かったとは思われ,ないが,伊 那.

に現存する人形浄瑠璃や歌舞伎は近世にプロの定住 という条件 もあってその生

命力を今に伝えている。調査は1993年 の夏現地を訪れた もので,町 史と聞き取

りに基づくものである。

a.古 代より開けていた交通路 と中世か らの芸能

信濃より.南へ流れ出す川が2つ ある。木曽川 と天竜川である。木曽谷は渓谷

で中山道や鉄道中央線が通るので早くから開けていたという印象があるかもし

れないが,事 実は逆で伊那谷には奈良時代から東山道が通 り,中 世には信濃守

護所が下伊那の松尾にあって,早 くから開けた地域であっ.た。・中世からの舞を

中心 とする芸能の宝庫でもある。江戸中期以降は政治幹線の中山道に対 して脇

往還の伊那.街道が庶民の経済ルー.トとして重要な意味を持つようになる。天竜

川が物資の輸送路 として盛んに使われるのは江戸後期から明治にかけてであり,

それまでは山越えの道が主流であった。

b.商 品経済の発展を促 した中馬

江戸中期より農民による副業と商品経済が盛んになったことは,伊 那街道が

中馬の中心地であったことか らも解る。中馬について飯田市に隣接 し黒田人形

が現存する上郷町史より抜粋する。

「幕府が交通設備を整えた五街道にに,各 宿場に宿馬が用意されていた。

宿馬は人や荷物の運搬に当たったが,そ れは公用に供するのが主目的で
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あ.つた。民間人が利用で きないわけではないが,そ れは公用に差 し支えな

.い範囲で副次的に許されるにすぎなかった。江戸時代の中期以降 商業が

盛んになって商品荷物の動きが多 くなると,.宿馬では到底さばききれぬし,

宿馬はいろいろな制限があって不便だったので,宿 馬のほかに自由に能率

的に商品荷物の運搬に当たる交通機関が求められた。それにこたえたもの

が中馬である。そのような馬は全国到る所にあったろうが,中 馬 という名

称のもとに,自 由な民間交通機関として活躍した舞台は信州特に伊那街道

であった。本来信州中馬は,信 州の物産を東海地方諸市(名 古屋 ・岡崎 ・

豊橋)や 江戸 ・高崎などへ運び出し,ま たこれらの都市から物資を信州へ

移入する交通機関であったが,幕 末には江戸と京 ・大阪との問の商品運搬

にも盛んに利用された。これは一見不思議 にも思われるが,む レろここに

中馬の特色が浮き彫 りにされているともいえる。

五街道を通る商品荷物は,必 ず宿場の荷問屋の.手を経て宿継ぎに送らね

ばならなかった。定めの駄賃の他 に各宿毎の荷問屋に庭銭(手 数料)を 払

わねばならぬから運賃ぽ高くなるし,御 用通行があれぼその継ぎ立てのた

めに商品荷物は後まわしにされて無駄な.日数を費や し,宿 毎に積み替える

ので荷痛み竜ひどかった。これに対 し,中 馬は宿場に関係なく荷送先まで

付け通 しできるのが特徴で,荷 痛みは少なく速 く送ることができた。宿問

屋毎の庭銭がいらぬほかに,中 馬は一人で四頭の馬を追 うのが普通だか ら

運賃は極めて割安(宿 継 ぎの5,6割)で あり,運 賃その他の交渉は荷主.

と中馬追いとが相対できめるなど,商 人にとってはまことに便利であった。

このため長野 ・松本間の荷が,中 山道を避けて伊那街道の中馬に多く頼る

ことになり,江 戸から京 ・大阪へ送る陸運荷物が;東 海道よりは甲州街道

中山道の途中から伊那の中馬を利用することを考えたのである。.

伊那街導に中馬がはじまったのは,江 戸時代初期であるが盛んになった

のは中期以降である。はじめは,農 民が農閑期副業として自家及び近在の

産物を馬につけて,飯 田城下町の市へ売るとか,東 海地方へ運び出して売
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り,帰 り荷には塩 ・魚などを仕入れてきて売るような自分商いであ6た6

自己生産物を自分で運び売ることに出発 し,仲 買商人の段階を経てやがて

商品荷物運送業として本格的な駄賃稼ぎに発展 した。また農閑期副業から

年中稼ぎの専業者も現れるようになった。」鋤

中馬で運ばれた荷物か ら伊那谷諸村 の商品生産の様子が解る。江戸中期の

1763年(宝 暦13年)の 記録によれば,胡 桃 ・水油 ・あ く灰 ・薬種 ・糸 ・繭 ・

麻 ・古かね.・がらく・煙草 ・木履 ・愼皮.・生薬 ・木地 ・かち栗 ・柿 ・づみ皮 ・

木杓子など色々な商品生産が行われている。また飯田町及びその付近の農村の

消費力 も相当大 きかった。年間に馬背五万駄の入荷 と二万駄の出荷があ り,

2288駄 の魚,435駄 の蜜柑を食べ,鎌30駄 が周囲の農村へ商品として入ってい

る。また,飯 田は和紙及び元結の産地 として有名であり上郷でも和紙の原料・で

ある楮を作 っていた。 しか し,問 屋制家内工業の形態をとっていた元結業は飯

田や下郷に多 く上郷では少なかった。他に江戸中期以降の石灰(肥 料),養 蚕

や糸とり,干 し柿がある。伊那の養蚕は中世以前から行われてお り江戸中期か

らは,.中 馬によって生糸が京都の西陣まで出荷され幕末には丹波 ・但馬地方に

まで販路を拡大している。養蚕に関する禁止やお触れ,課 税は宝暦年間(1751

年一1763年 〉に盛んに行われているから飯田領農村に養蚕が浸透したのは江戸

中期の宝暦年間であったことが解る。養蚕にも干し柿にも藩は課税をして農家

が本来の穀作から離れるのを防ごうとしたが,養 蚕のほうが経済的に有利だっ

たため,農 民は禁令にかまわず養蚕に力を入れている。飯田地方の養蚕が飛躍

的に伸びるのは明治になって生糸が輸出製品になってからである。また,上 郷

は水利にも恵まれていたので水車営業や染色業,機 織業 も盛んであった。染色

は江戸中期末,機 織は明治になってからである。

これら手工業 と商品生産が藩の殖産興業として独占的に行われたり,問 屋制

家内工業が一気に進み大商人に利益が独占された場合は,商 工業の発展が農民

の自立にはつながらなかったであろう。伊那地方の農村ではこうした商工業の

24)1.二郷史編集委員会編 「.i=郷史」.L郷史刊行会,昭和53年5月,495-496ページ。
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発 展 を 背 景 と して,幕 末 に は農 地 の3分 の1が 小 作 地 とな って い るが 画 そ れ は

江 戸後 期 に な って「 気 に加 速 した 動 きで あ り.,こ の地 方 に 農村 舞 台 が 発 祥 した

江 戸 中期 に は村 落 は まだ フ ラ ッ トな形 で 存在 して い た。

c.上 郷 の村 落 共 同体
脅 「

上郷で巻江戸初期には幕府の方針 に沿って村落の行政的仕組みを整えようと

した傾向は見 られるが,中 期以降は次第に実態に沿 った形へ と変化 している。

例えば役 も中期以降は荷厄介として転売された り,5人 組 も最初は表面に現れ

る人数だけで も5人 にしていたものが実質的な人数を表面に出すようになる等

である。

村定めには藩からの御触書を遵守徹底するためのものと自主的に定めた村定

めの2つ のレベルのものがあった。「自主的な村定めには農業生産活動を円滑

に進めるための ものが多い。」凋 このことは,村 落共同体の基盤が生産とそれに

関する自治にあったことを示 しており,そ のため,江 戸初期に上からかぶせた

行政機構 も中期以降は実質に沿 ったものに変化 し,村 の自治が前面に出て くる。

村の生活を維持す るために村貫(む らつなぎ)と 呼ばれる村費も徴収 している。

また,中 山道の助郷(宿 場人足の割当)は 伊那谷の村々にとって大変な負担で

あったため,た びたび惣代の名前で願書が出されている。飯田領であった上郷

はお城役を勤めることで助郷を免れていたが度重なる他村からの訴えで,1816

年(文 化14年)か ら1835年(天 保6年)ま での.18年間,本 助郷の...・部代替を勤

めている。ここにも生産 と生活に根ざさざるを得なかった共同体 としての村落

の姿がある。

村役人層は庄屋 と長百姓である。別府村岡では文政年間(1.818年 一1829年)

に.占い本家筋に対 して新興分家筋が自分達の代表を長百姓にするための訴訟が

おき,中 期か らは庄屋 も数軒で交替するようになっている。村役人層以外の農

民は小前百姓 と呼ばれた。上郷における農民の年貢高は中 ・後期に至っても年

25)同 上,262ペ ージ。

26〕 上郷 町には,江 戸時代は飯沼村,別 府村,上 黒田村,.下 黒 田村,南 条村5ヶ 村が含まれていだ。
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貫 高20俵 以.ヒの 農 家 は一.割に 過 ぎず,1俵 か ら20俵 まで が ほ.とん どで 比 較 的 フ

ラ ッ トな構 造 で あ.つた 。 また,上 郷 が 助 郷 を 出 してい なか った こ とは,村 人 の

経 済 と生 活 に と って 好 運 で あ っ.た。助 郷 は それ ほ ど村 人 に とって.負担 で もあ り,

精 神 的 に も村 の 荒 廃 を招 い た とい う こ とで あ る。

土 地 の売 買が 急 増 す るの は天 保 以 降で あ る。 幕 末 に は,年 貢 の 取 分 が 領 主:

地 主:小 作=1:1:1で は な く地 主 の 取 分 が 領 主 の3,8倍 に もな っ て い る。 こ

う した 地 主 経 営 の 有 利 さ が投 資 を促 し幕 末 に は小 作 地 が 耕 地 の3分 の.1以 上,

2分 の ユ近 くに な った もの と思 わ れ る。 小 作 地 の 全 国 平 均 が1873年(明 治6

年)で27%か ら33妬,近 畿 地 方 が33%2η で あ るか ら農 民 層 分 解 は進 ん で い た 方

で あ る28〕。飯 田 地 方 の 生 糸,機 織 業 は幕 末 か ら 明 治 にか け て急 速 に盛 ん に な つ.

てい った こ とは前 述 した が,そ の こ と と小 作 地 の割 合 が 近 畿 と近 い こ とは 関 連

す る もの と思 わ れ る。幕 末 に は貨 幣 経 済 の浸 透 を反 映 して 村 内 だ け で 通 用 す る

付 札 も発 行 され て い る。.

② 事 例2高 知 県梼 原 町 の 農村 舞 台

梼 原 町 は,四 万 十 川 の 源 流,高 知 県 と愛 媛 県 の県 境 の四 国 山 脈 に位 置 す る。

現 存 す る農 村 舞 台 は3ヶ 所,近 年廃 絶 とな った のが1ヶ 所,口 碑 に よ る と他 に

4ヶ 所 の舞 台 が あ った とい う。現 在 人 口5千 人 に満 た ない 山間 の 町 に8ヶ 所 も

の舞 台 が あ っ た こ とは驚 きで あ る。 梼 原 の調 査 は19934一 夏 と1994年 夏 の2回

行 った もので あ る瑚。

高 知 県 の 農 村舞 台 の発 祥 も江 戸 中期 で あ る よ うだ 。 安 芸 郡 野 板 裏 の 北 川家 文

書 に は 地 芝 居 が1767年 以 前 か ら盛 ん に上 演 さ れ て い た とい う記 録 が 残 っ て い

る劉pし か し,概 して.艮野 県 伊 那 地 方 よ りは遅 く成立 して い る た め 農村 舞 台 の

27)工 藤恭吉 精選復刻 紀伊国屋新書 「幕末の社会史」紀伊国屋書店,1994年,102ペ ージ。

28)同 上 「旧幕時代 における寄生地主制の発展は,商 品作物またはそれに準ずるものの生産が盛ん

で,生 産性発展の著しかった地方に見られるのである。」【:102-103ページ)

29)現 在使われていない農村舞台の調査はなかなか困難である.町 の人も,そ の存在を忘れている

事が多いからだ。頼りは,教 育委員会だが,樗 原への調査は,一 度目の1993年夏は,台 風に見舞

われ,宮 野々舞台を見たのみで輿の円明寺までは行けなかった。1994年再訪し.円 明寺 と三島五

社神社境内の舞台及び昭和23年建設の芝居小屋を見ることができた。

30)前 出 「農村舞台の総合的研究」698ページ,坂 本正夫(高 知県下の農村舞台と地芝居〉の項/.
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存立基盤が.少しずつ変化,混 在 している様子を伺 うことがで きる。それは後に

検討することにして梼原町の農村舞台の特徴について調査の結果をまとめてみ

たい。

梼原町には8ヶ 所の農村舞台があるが,い ずれ もその発祥年がはっきりして.

いない。円明寺境内にあるものが最 も古いと思われ るが,140年 前の火災で書.

類を全部消失 している。御住職の話では 「舞台の側の木の樹齢 と同 じ位だから

200年か ら250年位前のものでしょう」 ということである。宮野々舞台は1892年

.着工,ユ893年 落成である。また同じく津野山舞台群に分類されている隣の東津 、

野村の高野の舞台は1873年 の建立であるが,そ れ以前にも舞台はあったという。

津野山の舞台群は,伊 那地方より少 し遅 く江戸後期から明治初期に発祥 した様

だが,記 録があれば もっと占い発祥か もしれない。円明寺 の境 内では毎年,

1600年 に非業の死を遂げた津野氏の霊をなぐさめるために行われる孝山祭に花

取踊 りと歌舞伎が奉納された。円明寺のある四万川地区を部落ごとに東西に分

け,東 部は歌舞伎を西部は花取踊 りを行う決まりであ り,昼 間は花取踊 り,夜

は歌舞伎を行 う習わ しであった。ここでも村落共同体 と祭祀が歌舞伎の基盤で

ある。

準ll欝難三蕪;繍 欝 馴
十川流域の主な交通路は3つ あった。1つ は四万十川を下 り下田港へ出て海上

へ とぬける交通路であ り,2つ めは,高 知か ら中村 ・宿毛を経て伊予へ向かう

政治的幹線である。そ してもう1つ が この幹線を避けて形成された経済ルァ ト

である高知か ら樽原を経て伊予へ向かう山越えの道である31)。梼原も経済ルー

ト上に位置 していたのである。江戸初期は各藩が城下町に商品経済の市場を集

め農山村に商品経済が入 りこむのを抑えたが1中 期以降はこの山越えの道を通

＼を参照。.

31)こ の山越 えの道 は,地 元 でほむ しろ坂本龍馬脱藩の道 として有名である。

調
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り商品.経済が山村にも浸透 して行 く。梼原の各所に残る茶堂が人の行き来の多

かった当時を伝えている。椿原は四万十川の上流に位置するため川船による運

搬 も困難であ り,こ の山越えの道が経済や文化の流入経路であった。江戸後期

から明治にかけて防州や宇和島から大工をはじめとする職人も梼原に移住 して

いる。梅原か ら他国へ売 り出す商品としては,茶 ・蕨粉 ・蜂蜜 ・楮草 ・油粕 ・

こんにゃく・酒等があり,伊 予からは半 ・魚 ・塩が入っている。幕末には広島

まで茶を売 りに行 く人 もあった。また,農 家以外にも様々な職業の人が住んで

いた。橿原町史によると,吉 祥寺過去1帳には,紺 屋 ・鍛冶 ・問屋 ・山番 ・大

工 ・医師 ・免許店 ・荷物問屋 ・酒屋 ・樽屋 ・油屋等の記載がある。こうした経

済的背景 も農村舞台の存立 と深 く関わっていると思われる。(イ ギリズの農村

も産業革命以後,こ れ ら職人の存在 を失って村としての魅力を喪失 していっ

た。)

梼原の農村舞台も,根 底には古 くから開けた交通路と文化の蓄積がある。津

野山地方は,勇 壮な津野山神楽で有名であ り,中 世の芸能が盛んであったとい

う点でも伊那地方と共通する点が多い。ただし,伊 那地方と違い製糸 ・機織等

の手工業はなく商品経済の浸透度も伊那程ではなく,そ のためか農村舞 台の存

立 も遅い。現存する舞台での歌舞伎上演は1955年 頃までで現在ではまったく行

われていない。これも黒田人形や大鹿歌舞伎 と異なる点である。

③事例研究に基づ く考察

以上の事例研究から,農 村舞台は必ず しも養蚕 ・製糸 とい う存立基盤を必要

としないこと,山 越えの道という交通ルー トが庶民の商品経済 と文化のコミュ

ニケーションルー トとして重要な役割を果た したということができる
。また,

農村舞台の存立基盤であった村落共同体についても,そ れが生産と生活に基づ

くブラ.ット・な組織であったことが推察される。そこで,論 文③では,近 世村落

共同体の成 り立ちと変化が農村舞台の展開にどのような影響を与えたか等につ

いて更に検討 し,農 村舞台考察の現代的意義について考えるゴ


